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組織目標評価報告書（令和６年度）

大学院ヘルスシステム統合科学研究科 ヘルスシステム統合科学学域 横平徳美

目 標 ・ 取 組 目標・取組の達成状況（成果）及び新たに生じた課題等
（部局での検証とそれに対する取組）

関連する
中期計画の番号 教育領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

〇教育の「統合」の促進
・研究科共通科目「統合科目」をより洗練させるために、学務委員会を中心にFDを実施しカリ
キュラムの見直しに取り組む。

〇入学志願者の増員（定員充足と入学者の質の担保）
・博士後期課程入学志願者を増やすために、O-NECUS協定校との双方向学位（ダブルディグ
リィー）制度を整備し学術交流を促進する。
・博士前後期課程の入学志願者を増やすために、国際部との連携のもとで海外向けの広報事
業を展開する。

（2-1）
（4-1）

〇教育の「統合」の促進
・研究科共通科目「統合科目」である「ヘルスシステム統合科学序論」「ヘルスシステム統合科
学総論」「先進病院実習」「実践ヘルスシステム統合科学」をより洗練させるためのFDを展開し、
また新たな取り組みとしてPBL型共修授業の試験的実施を行った。

〇入学志願者の増員（定員充足と入学者の質の担保）
・O‐NECUS協定校との双方向学位制度を整備してまた学術交流を促進させることができた。ま
た、カナダのケベック州高等研究所（INRS）との間で、博士後期課程のダブルディグリー制度に
ついて協議を開始し、令和7年度中の協定を目指す。
・博士前期課程は定員充足率100%を達成したものの，博士後期課程はできなかった。研究科内
人事の関係で、昨年度多くの工学系教員が異動したことが理由であるが、後任人事を積極的に
進めており、今年度以降、この充足率は改善するものと考える。

①教育領域

関連する
中期計画の番号 研究領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

〇ヘルスシステムに関する科学の新たな流れを創造する先導的学問分野を開拓するために、
統合科学による文理融合型研究プロジェクトやグローバル化プロジェクトの推進と文理融合型
研究者支援を検討する。

〇研究者交流を推進し，強化すべき学術研究分野の国際共同研究数を増やすために，
UNCTAD短期外国人研究者の積極的な受入や毎年開催している国際シンポジウム（ISFT：The
International Symposium for Future Technology Creating Better Human Health and Society）の
開催を通して，国際共同研究強化を行う。

〇若手・女性研究者自身が後輩たちの良きロールモデルとして実績を示すために，若手・女性
研究者の積極的な雇用や論文数向上に向けた研究費支援を行う。

〇重点目標「科研費獲得率」及び「Q1ジャーナル掲載数」について，前者は75％，後者は対前
年度比1.8%増を目標とする．

(7-1)
(8-1)

〇サイエンス・カフェ2024「分子から死生観までサイエンスする！！ヘルスシステム統合科学」を
2024年11月9 日と12月21日にオンライン開催し、各部門の研究者による文理融合型研究の公
開講座を開催した。

〇国際シンポジウム　第16回高度医療都市を創出する未来技術国際シンポジウムを2024年12
月20 日に共育共創コモンズ2階において開催した。

〇2024年度は女性助教2名を新たに雇用し、研究科全体で9名の女性教員が研究・教育に従事
している。また、1人の女性准教授が教授に昇進した。この結果、当研究科の女性教員比率、女
性教授比率、女性准教授比率は、それぞれ、26.2％、10.0％および30.0％となり、令和10年度の
目標（22.5％、6.3％、30.0％）を達成した。今後はこれらの数値を維持・増加させるように努めた
い。課題として、論文数向上に向けた研究費支援については、予算不足から昨年度実施したQ1
ジャーナル公表に向けた英文校正費、投稿料の助成をすることができなかった。

〇科研費獲得率58.14%（特別契約職員含む）と目標を下回ったことは、今後の課題である。一
方、Q1ジャーナル論文掲載数はR6年 36報（R5年 28報）と1.3倍に増えた。

②研究領域

＜研究科の系としての目標・取組＞

該当無し。

関連する
中期計画の番号 社会貢献（診療を含む）領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

〇重要指標「大学院充足率」の100％達成と本研究科のプレゼンスを向上させるために、 以下
の取組を実施する。
・学生・社会人のスキルアップやキャリアアップ、リカレント教育を支援するために、岡山リ ビン
グラボを定期的に開催する。
・今年度より全学体制で取り組むことになっている岡山大学リカレント・リスキリング教育の一環
として、令和4年度より本研究主導で実施している「岡山大学デジタルヘルス人材育成プログラ
ム」を実施する。このために、SNSやWeb等での広報活動が重要であるが、大学からの広報予算
の獲得を目指す。獲得できない場合、研究科予算で遣り繰りする。
・今年度より全学体制で取り組むことになっているデジタル田園健康特区事業に積極的に参加
する。
・当研究科主催の国際シンポジウムや講演会を企画開催する。
・当研究科独自の学術雑誌「統合科学」を継続して発刊する。

(6-1)
(10-3)

〇以下の取組を実施した。
・岡山リビングラボは、今年度2回開催した。参加者数は延べ人数で48名（うち学生数24名）で
あった。サイバーダイン（株）、TANOTECH（株）の共催を得ており、ヘルスケア関連スタートアッ
プ企業との人的ネットワークを構築することができた。
・岡山大学デジタルヘルス人材育成プログラムを令和5年度に引き続き自主継続し、受講者数
は25名を集めることができた。受講料9万円であり、225万円の受講料収入を得た。Web広告に
ついては、本年度はこのための予算を大学として募集しなかったので、研究科の予算を使った。
講義内容についても、好評を得ている。
・デジタル田園健康特区事業に対する全学的な取組が進展せず、研究科としての取組ができな
かった。この点は今後の課題である。
・当研究科主催の国際シンポジウムを1回、講演会（サイエンスカフェ）を2回開催した。前者の参
加人数は約100名、後者の参加人数は2回の合計で約40名であり、本研究科のプレゼンスの向
上に寄与した。
・学術雑誌「統合科学」を2024年度末に発刊予定である。

③社会貢献（診療を含む）領域

関連する
中期計画の番号 管理運営領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

〇女性教員割合、外国人教員等割合、若手教員割合を向上させるために、本年度予定している
人事案件において、女性、外国人、若手を積極的に採用する。

〇岡山大学リカレント教育委員会において、本研究科のデジタルヘルス人材育成プログラム等
既存プログラムの融合を図るための方策について、積極的に発信する。

〇研究科の若手教授を中心として、来年度の概算要求を目指した研究テーマについて協議す
る。

〇研究科主催イベントの告知やアンケート依頼等のために、研究科修了生の連絡先および就
職先の一覧表を整備する。

〇研究科パンフレットを改訂する。

(1-1)
(11-2)

〇女性や若手の採用については、順調に進んでいる。外国人については、積極的に採用しよう
としたが、業績や言語の問題等により、足踏み状態である。

〇岡山大学リカレント教育委員会において、本研究科のデジタルヘルス人材育成プログラム等
既存プログラムの融合を図るための方策について積極的に発信しており、岡山大学としてのリ
カレント教育の道筋ができつつあると考える。

〇当研究科の3人の教授と医歯薬学総合研究科の2人をメンバーとする「多次元総合脳研究開
発センター」の設置を目指して積極的に活動した。研究担当理事との協議、大学執行部との協
議、文科省との事務協議を行ったが、最終的に大学執行部の判断で概算要求に出さないことに
決定した。しかし、来年度以降もこれらのメンバーで活動を続け、次世代研究群に指定されるこ
とをを目指す。

〇研究科修了生の連絡先および就職先の一覧表を整備するための方策を決定し、現在、その
方策に沿って活動している。

〇2022‐2023年度版の研究科パンフレットを改訂して、2024‐2025年度版を作成した。

④管理運営領域

注1）　本様式全体が1ページに収まるよう作成してください。

注2）　自己評価による達成度（５～１）は非公表項目とし，組織目標評価結果を公表する際に消去します。


